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黒滝村男女共同参画等基本計画の策定について

黒滝村は奈良県の中央に位置し、自然豊かな環境の中、

過疎化・少子高齢化や移住者の増加等に伴い、家族形態

や地域との関わり方が著しく変化しています。このよう

な変化の中、男女共同参画社会の構築による人間性の尊

重という村づくりに向けて、村と村民、事業者がそれぞ

れの立場で果たすべき役割を明確化し、連携して取り組

むことが求められています。

特に深刻な人口減少問題への対応を主な目的として、

小さな村だからこそできる、都市部では薄れてきた地域

の繋がりを生かしつつ、男女が共に尊重し、より心身共

に健やかに暮らせることに焦点を絞った計画として、

「黒滝村男女共同参画等基本計画（ 2 0 2 5～ 2 0 2 9）を策

定しました。

策定の趣旨

１．「男女共同参画社会基本法」第１４条第３項の規定

に基づき、本村の男女共同参画に関する施策を総合的

かつ計画的に推進するため、その基本的な考え方と施

策の方向性を示す計画です。

２．「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関

する法律」第２条の３第３項に基づく、本村における  

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための  

施策の実施に関する基本的な計画」を含みます。

３．「女性の職業生活における活躍の推進に関する法

律」第６条第２項に基づく、本村における「女性の職   

業生活における活躍の推進に関する施策についての計

画」を含みます。

計画の位置づけ

本計画はの計画期間は、令和７年（ 2 0 2 5年）４月１日

から令和１２年（ 2 0 3 0年）３月３１日までの５年間を期

間とします。

計画の期間

１
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黒 滝 村 の 人 口 は 、 昭 和 4 5 年 の 2 , 0 0 9 人 か ら 年 々 減少 し て お り 、 令 和
2年には約 3 0％となる 6 2 3人となりました。

黒滝村の人口は男性、女性共に減少傾向ですが、男女比については、
ほぼ横ばいで推移しています。

令和 7年 1月 1日現在の人口は 5 8 9人、男女比は男性 4 8 . 2％（ 2 8 4
人）、女性 5 1 . 8％（ 3 0 5人）です。
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高齢者人口は男性、女性共に減少していることから、黒滝村の人口
推移と比例していると考えられます。

高齢化率については大きな変化が見られないことから、村全体の人
口が減少していることが推測できます。

（令和2年 国勢調査より）

（１月１日現在 住民基本台帳より）
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黒滝村男女共同参画等基本計画の策定について

〇「支え合い」
地 域 内 コミ ュ ニテ ィ の 中で 住 民の役 割 分 担が で きてお り 、 その 良 さを

活 か し な が ら 、 お た が い に 協 力 し 合 う 社 会 を 継 続 し て い き ま す 。

〇 「 受 け 入 れ 合 い 」
こ れ ま での 習 慣を 尊 重 しつ つ 、新た な 時 代へ の 変化（ 女 性 の進 出 や移

住 者 の 増 加 ） に も 柔 軟 に 対 応 で き る 村 づ く り を 目 指 し て い き ま す 。

〇 「 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 」
性 別 に関 わ らず、 高 齢 者、 子 育て世 代 、 移住 者 、すべ て の 村民 が 安心

し て 生 活 で き る 環 境 を つ く っ て い き ま す 。

● １ .役割を尊重しながら「互いに支え合う」村づくり
現 状 の 役割 分 担を 大 切 にし な がらも 、 性 別に 関 わらず 支 え 合え る
環 境 づく り の整備 を 図 りま す 。
・ 地 域の 役 割分担 を 活 かし つ つ、負 担 が 偏ら な い相互 協 力 を促 進
・ 地 域活 動 への男 女 の 参画 を より円 滑 に する 仕 組みづ く り

● ２ .多様な生き方を受け入れ「挑戦できる環境」づくり
男 女 の 性別 関 係な く 新 しい 挑 戦がで き る 機会 を 増やし 、 だ れも が
活 躍 でき る 村にし ま す 。
・ 女 性の 進 出を評 価 し 、さ ら なる多 様 な 活躍 の 場を支 援
・ 村 の地 域 産業（ 林 業 ・農 業 ・観光 な ど ）に お ける男 女 の 新し い

関 わり 方 を模索
・ 若 者の 移 住が定 着 し やす い 仕組み （ 企 業支 援 など） を 整 備

● ３ .みんなが「安心して暮らせる」支え合いの仕組みづくり
人 口 減 少・ 高 齢化 の 中 で、 だ れもが 安 心 して 暮 らせる コ ミ ュニ
テ ィ の維 持 が必要 で す 。
・ 高 齢者 、 子育て 世 帯 への 地 域ぐる み の 支援 体 制を強 化
・ 防 災、 災 害時の 支 援 （避 難 所運営 ・ 安 全対 策 など） に 男 女の 視

点 を反 映
・ 村 全体 で 見守り 、 助 け合 い の仕組 み を 作り 「 顔の見 え る 地域 づ

く り」 を 継続

３

基本目標

支え合い、受け入れ合いながら、

誰もが安心して暮らせる村へ

基本理念



黒滝村の男女共同参画の現状と取組みについて

地域の自治会では、各地域において役割分担が定着しており、円
滑な地域運営がされています。男女それぞれの役割を尊重しながら、
互いに支え合う地域コミュニティの維持が行われています。

村内での仕事について、林業従事者や観光業などでも、男女の特
性を活かした形で雇われています。

●現状

●今後の取り組み

１．役割の見直しと柔軟化

〇 地 域コ ミ ュニテ ィ が 継続 し ていく た め に、 負 担が一 方 に 偏ら な いよ
う 、お 互 いに助 け 合 える 仕 組みを 検 討

２．地域活動の男女参画推進

〇 自 治会 な どの活 動 に 、よ り 幅広い 世 代 ・性 別 が関わ れ る 体制 づ くり

 

３．地域の仕事の多様化

〇 女 性の 地 域産業 （ 林 業・ 農 業・観 光 な ど） へ の参画 を 進 める た めの
研 修・ 支 援体制 の 導 入

１．役割を尊重しながら「互いに支え合う」村づくり

１．役割の見直しと柔軟化

２．地域活動の男女参画推進

○助け合える仕組みづくり

○地域で関われる体制づくり

３．地域の仕事の多様化
〇女性の地域産業の参画
○研修・支援体制の導入

４



村役場、教育委員会及び国民健康保険診療所等における、女性の管
理職の割合３３％（課長補佐相当以上の人数、１８人のうち女性は６
人）となり、少しずつ女性の進出が進んでいます。

林業や観光業など、地域での産業においても女性のかかわりが増え
てきています。村外で働く人が多く、定住者の定住促進策が求められ
ています。

●現状

●今後の取り組み

１．地域リーダーの育成

〇 村 の行 政 や地域 運 営 に女 性 の視点 を 取 り入 れ るため 、 積 極的 な 登用と
研 修の 実 施

〇 村 内で リ ーダー と し て男 女 ともに 活 躍 でき る 場を広 げ る

２．仕事の選択肢を増やす

〇 男 女 の性 別 関係 な く 、働 け る環境 づ く りや 、 リモー ト ワ ーク 環 境の整
備 、副 業 ・企業 支 援 など の 充実

〇 育 児と の 両立を 考 慮 した 就 業支援

３．移住定住の促進

〇 女 性や 若 者が暮 ら し やす い 環境（ 住 居 支援 、 子育て 支 援 など ） を整え 、
地 域住 民 と移住 者 の 交流 イ ベント の 実 施

〇 仕 事と 暮 らしに 関 す る総 合 窓口の 設 置

２．多様な生き方を受け入れ「挑戦できる環境」づくり

１．地域リーダーの育成

２．仕事の選択肢を増やす
○性別に関係なく働ける環境づくり
〇育児との両立を考慮した就業支援

３．移住定住の促進
〇暮らしやすい環境整備
〇総合窓口の設置

○女性の積極的な登用
〇リーダー研修の実施

５

（ 令 和 ７ 年 １ 月 現 在 ）



黒滝村の男女共同参画の現状と取組みについて

過疎化・少子高齢化の進行に伴い、日常生活及び災害時に配慮が必
要となる方においても増加している傾向にあります。

都市部と比べ、近隣の人々と顔が見える昔ながらの地域コミュニ
ティが存在していることから、村民が自ら高齢者や子どもを見守り、
男女を問わずに地域で相互に協力しあう「共助」の風土が根付いてい
ます。

通いの場（サロン・いきいき百歳体操等）においては、地域の女性
が中心となって運営・活動されています。

●現状

●今後の取り組み

１．地域コミュニティの活性化

〇 住 民同 士 が交流 で き る場 を 増やし 、 孤 立を 防 ぐ

２．高齢者、子育て世代の支援強化

〇 世 代 を超 え た助 け 合 いの 仕 組みづ く り （見 守 り活動 の 充 実）
〇 買 い物 や 移動の 支 援 （送 迎 サービ ス や 買い 物 サービ ス の 充実 ）

３．防災、災害対策の男女参画推進

〇 避 難 所運 営 にお け る 男女 の 視点の 反 映 （女 性 専用ス ペ ー スや 防 犯対
策 の充 実 ）をす る と とも に 、災害 時 に おけ る 女性の 参 加 を推 進

４．ＤＶ防止と相談支援

〇 村 内 外の 相 談窓 口 の 周知 徹 底（役 場 、 警察 の 連携）
〇 ＤＶや ハ ラス メン ト に 関す る 啓発活 動 （ パン フ レット 設 置 や広 報 誌へ

へ の掲 載 など） の 実 施

３．みんなが「安心して暮らせる」支え合う仕組みづくり

２．高齢者、子育て世代の支援強化

３．防災・災害対策の男女参画推進
○男女の視点を取り入れた防災体制
の確立

４．ＤＶ防止と相談支援
○ＤＶ防止のための広報・啓発
○相談体制の構築

１．地域コミュニティの活性化 〇交流の場づくり

〇助け合いの仕組みつくり

６



施策の方向性について

黒滝村においては、昔から地域コミュニ

ティの中で男女の役割分担が自然に確立さ

れており、村の暮らしを支える重要な要素

となっています。

その一方で、村議会議員や教育長、委員

会長、自治会区長等において女性が登用さ

れるなど、少しずつ女性の進出も進み現在

活躍されています。

また、男女を問わずに地域で相互に協力

しあう「共助」の風土が根付いている現状

を踏まえる必要があると考えます。人口の

減少が進む中で、これまでの良さを活かし

つつ、多様な生き方を認め、より柔軟で支

え合える地域づくりが求められています。

このことから、変わることを強制して矯

正するのではなく、不足しているものを補

い、「男女が共生できる村を目指す」

ことを施策の方向性として定めます。

〈基本理念〉

支え合い、受け入れ合いながら、

誰もが安心して暮らせる村へ

７



〒638-0292 奈良県吉野郡黒滝村大字寺戸７７番地
TEL 0747-62-2031（代表） FAX 0747-62-2569

黒 滝 村 男 女 共 同 参 画 等 計 画

令和 ７（2025）年 ３ 月
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